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『
官
許
福
島
新
聞
』
は
、
福
島
県
域
で
初
め
て
民
間
人
に

よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
新
聞
で
あ
る
。

　

幕
末
期
に
西
洋
の
ニ
ュ
ー
ス
ペ
ー
パ
ー
に
倣
っ
て
誕
生
し

た
新
聞
は
、
戊
辰
戦
争
の
情
報
を
求
め
る
人
々
に
歓
迎
さ

れ
、
戦
後
も
大
都
市
な
ど
で
数
多
く
発
行
さ
れ
た
。
新
政
府

は
当
初
、
民
間
新
聞
の
取
り
締
ま
り
を
行
な
う
が
、
ほ
ど
な

く
方
針
を
転
換
し
、
人
々
を
啓
蒙
す
る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
保

護
奨
励
し
て
い
く
。

　

地
方
で
も
新
聞
の
購
読
が
奨
励
さ
れ
、
や
が
て
県
庁
所
在

地
を
中
心
に
地
元
紙
が
誕
生
す
る
よ
う
に
な
る
。
明
治
六
年

（
一
八
七
三
）
、
当
時
は
若
松
県
・
福
島
県
・
磐
前
県
に
分
か

れ
て
い
た
福
島
県
域
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
『
若
松
新
聞
誌
』・『
福

島
新
聞
』
・
『
磐
前
新
聞
』
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ

れ
ら
は
県
庁
が
主
体
と
な
っ
て
刊
行
し
た
も
の
で
、
機
関
紙

と
し
て
の
性
格
が
強
か
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
翌
七
年
二
月
十
六
日
に
福
島
町
（
現
福

島
市
）
で
創
刊
さ
れ
た
『
官
許
福
島
新
聞
』
は
、
福
島
稲
荷

神
社
社
司
で
あ
る
丹
治
経
雄
が
興
し
た
開
明
社
に
よ
り
発
行

さ
れ
た
点
に
最
大
の
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
編
集
方
針

が
「
善
事
ハ
見
テ
以
テ
之
レ
ニ
發
ヒ
、
悪
事
ハ
聞
テ
以
テ
之

レ
ヲ
戒
メ
、
互
ヒ
ニ
相
切
劇
シ
テ
開
化
進
歩
ノ
一
助
ト
ナ
サ

シ
メ
ン
ト
欲
ス
」
（
第
一
号
稟
告
）
と
い
う
よ
う
に
、
文
明

開
化
と
い
う
時
代
の
風
潮
に
即
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に

も
注
目
を
し
た
い
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
気
温
や
生
糸
の
価
格

な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
人
々
が
ど
の
よ
う
な
情

報
を
必
要
と
し
て
い
た
か
が
窺
わ
れ
て
興
味
深
い
。

　

し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
『
官
許
福
島
新
聞
』
は
一
年
余

り
で
廃
刊
と
な
る
。
今
日
か
ら
見
れ
ば
、
県
庁
の
印
刷
機
を

使
用
す
る
な
ど
県
の
援
助
か
ら
脱
し
き
れ
て
い
な
い
部
分
も

あ
っ
た
が
、
同
紙
は
本
県
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
史
の
出
発
点
で

あ
り
、
現
在
に
つ
な
が
る
大
き
な
一
歩
と
な
っ
た
貴
重
な
歴

史
資
料
で
あ
る
。 

（
山
田 

英
明
）
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寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
か
ら
同

十
九
年
に
か
け
て
、
長
雨
・
冷
害
・
洪
水

に
よ
る
大
凶
作
の
た
め
全
国
的
な
大
飢
饉

と
な
っ
た
。
当
時
の
会
津
藩
主
は
加
藤
明あ

き

成な
り

で
、
寛
永
十
六
年
か
ら
十
八
年
に
か
け

て
若
松
城
大
改
修
の
た
め
領
内
の
百
姓
層

に
も
夫
役
を
賦
課
し
、
こ
の
時
期
の
年
貢

率
も
極
め
て
高
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
で
寛
永
の
飢
饉
が
領
内
を
襲
い
、

逃
ち
ょ
う

散さ
ん

す
る
百
姓
が
続
出
し
て
農
村
は
著
し

く
荒
廃
し
た
。
寛
永
十
九
年
の
年
貢
割
付

状
は
、
飢
饉
の
影
響
で
例
年
よ
り
大
幅
に

遅
れ
、
十
二
月
四
日
付
で
出
さ
れ
た
。

　

同
年
十
二
月
二
十
八
日
、
泉
田
村
（
南

会
津
町
和
泉
田
）
の
弥
右
衛
門
は
三
人
の

請
人
（
保
証
人
）
や
泉
田
村
肝き

も
い
り煎

覚
兵
衛

が
保
証
す
る
形
で
石
伏
村
（
只
見
町
石

伏
）
肝
煎
清
三
郎
に
対
し
て
金
二
分
の
借

用
証
文
を
提
出
し
た
。
請
人
の
長
左
衛

門
・
藤
助
・
作
右
衛
門
は
、
弥
右
衛
門
に

関
係
す
る
泉
田
村
の
百
姓
層
で
あ
ろ
う
。

　

金
二
分
借
用
の
質
物
と
し
て
、
泉
田
十

郎
左
衛
門
孫
で
名
前
が
お
ん
な
と
い
う
今

年
八
歳
に
な
る
女
子
を
預
け
置
い
た
の
は

相
違
な
く
、
年
季
は
寛
永
十
九
年
か
ら

丑
の
年
（
寛
文
元
年
〈
一
六
六
一
〉
）
の

十
二
月
ま
で
の
二
十
年
間
と
す
る
。
こ
の

女
子
に
関
し
て
誰
か
口
入
し
て
き
た
と
し

て
も
、
こ
れ
ら
の
請
人
た
ち
が
出
頭
し
て

裁
判
を
す
る
と
約
束
し
て
い
る
。
二
十
年

の
年
季
が
明
け
た
ら
、
借
り
た
元
本
の
金

二
分
で
請
け
戻
す
こ
と
を
条
件
と
す
る
。

な
お
、
年
季
に
達
し
な
い
十
五
年
未
満
で

請
け
戻
す
際
に
は
、
元
本
の
二
倍
の
一
両

と
し
、
十
五
年
か
ら
十
九
年
の
間
に
請
け

戻
す
場
合
に
は
元
本
に
一
分
を
加
え
た
三

分
に
す
る
も
の
と
す
る
。
も
し
年
季
明
け

す
る
前
に
女
子
が
他
界
し
た
な
ら
ば
、
元

本
の
二
分
を
返
却
し
て
解
決
と
す
る
。

　

子
供
を
借
金
の
質
物
に
置
く
行
為
は
、

人
身
売
買
や
児
童
労
働
等
を
想
起
さ
せ
、

当
時
は
過
酷
で
陰
惨
な
時
代
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
に
よ
り
弥
右
衛
門
は
家
を

存
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
財
力
の
あ
る

近
隣
村
の
肝
煎
に
女
児
を
託
す
こ
と
に

よ
っ
て
女
児
の
生
命
を
維
持
さ
せ
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
た
の
も
ま
た
事
実
で
あ

る
。
歴
史
に
は
多
様
な
側
面
が
あ
り
、
や

む
に
や
ま
れ
ず
子
供
を
質
物
に
置
く
行
為

に
も
扶
助
の
機
能
を
見
出
す
こ
と
が
可
能

な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。 

（
渡
邉 

智
裕
）

　

鮨
は
多
様
な
形
態
変
容
を
遂
げ
た
食
べ

物
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
「
な
れ
ず

し
（
熟
れ
鮨
）
」
と
は
、
塩
蔵
の
魚
介
類

に
米
飯
な
ど
を
加
え
、
発
酵
さ
せ
た
鮨
で

あ
る
。
「
握
り
鮨
」
が
江
戸
後
期
に
誕
生

し
た
鮨
で
あ
る
の
に
対
し
、
な
れ
ず
し
は

古
代
よ
り
作
ら
れ
て
き
た
。
現
在
も
「
近

江
の
鮒
鮨
」
を
は
じ
め
、
各
地
に
多
様
な

な
れ
ず
し
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
奥
会
津
で

は
な
れ
ず
し
の
一
種
「
い
ず
し
」
が
作
ら

れ
て
い
る
。
本
稿
に
お
い
て
史
料
か
ら
な

れ
ず
し
の
実
例
を
示
し
た
い
。

　

当
館
収
蔵
の
江
戸
・
明
治
期
の
献
立

は
、
婚
礼
な
ど
の
場
に
出
さ
れ
た
行
事
食

を
知
る
手
掛
か
り
で
あ
り
、
多
く
の
鮨
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
福
島
県

北
で
は
「
鮭
の
す
し
」
「
鯖
丸
す
し
」
「
鮎

す
し
」
、
福
島
県
南
で
は
「
や
ま
べ
す
し
」
、

奥
会
津
で
は
「
ま
す
の
す
し
」
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
ど
の
魚
介
類

を
鮨
に
し
た
の
か
が
分
か
る
一
方
、
ど
の

よ
う
な
鮨
な
の
か
は
不
詳
で
あ
る
。
だ

が
、
な
れ
ず
し
と
み
ら
れ
る
事
例
も
散
見

さ
れ
る
。
会
津
郡
大お

お

新に

た田
村
（
現
南
会
津

町
）
酒
井
家
の
「
〔
献
立
〕
」
（
酒
井
一
家

文
書
三
六
七
）
で
は
、
膳
に
添
え
る
引
物

に
「
に
し
ん
す
し
」
と
あ
る
。
鰊
は
塩
蔵

ま
た
は
身
欠
き
鰊
で
あ
ろ
う
。
今
も
会
津

地
方
に
鰊
の
な
れ
ず
し
が
伝
わ
っ
て
い
る

点
な
ど
を
鑑
み
る
に
、
な
れ
ず
し
を
指
し

て
い
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。

　

さ
ら
に
、
旧
石
川
郡
中
野
目
村
（
現
矢

吹
町
）
円
谷
家
の
「
〔
祝
儀
献
立
〕
」
（
円

谷
善
人
家
文
書
五
九
六
）
に
は
貴
重
な
記

述
が
あ
る
。
膳
料
理
後
の
中
酒
に
続
く
肴

と
し
て
、
沙さ

鉢は
ち

（
砂
鉢
）
に
「
ま
ん
ね
ん

す
し
」
と
あ
り
、
「
万
年
鮨
」
を
出
し
た

と
明
示
さ
れ
て
い
る
。
万
年
鮨
と
は
、
現

在
は
長
野
県
木
曽
郡
王
滝
村
に
の
み
伝
わ

る
と
さ
れ
る
料
理
・
貯
蔵
法
で
あ
る
（
長

野
県
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
）
。
か
つ
て

は
新
潟
県
な
ど
で
も
作
ら
れ
て
お
り
、
塩

蔵
し
た
魚
を
塩
抜
き
し
た
後
、
桶
底
に
詰

め
た
米
飯
の
上
に
魚
を
並
べ
、
さ
ら
に
上

か
ら
米
飯
を
敷
き
、
重
石
に
よ
っ
て
桶
を

密
閉
し
、
二
ヶ
月
以
上
置
い
た
と
さ
れ

る
。
鮭
・
鮎
・
鮒
・
鯖
・
甘
鯛
・
鯵
な
ど

が
用
い
ら
れ
、
数
年
漬
け
置
く
場
合
も
あ

り
、
長
く
も
つ
鮨
と
し
て
万
年
を
冠
し
た
。

　

円
谷
家
の
事
例
は
明
確
な
な
れ
ず
し
の

事
例
、
か
つ
万
年
鮨
が
福
島
県
域
に
伝

わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
好
個
な
例
で
あ

る
。
奥
会
津
以
外
に
も
な
れ
ず
し
が
根
付

い
て
い
た
の
で
あ
る
。 

（
小
野 

孝
太
郎
）
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「
な
れ
ず
し
」
の
事
例

寛
永
の
飢
饉
と

　
　

質
物
に
置
か
れ
た
女
児

泉 田 十 郎 左 衛 門 孫 お ん な と 申 女 子 ノ
こ 年 八 つ ニ 成 申 候 ヲ し ち 物 ニ 指 置 申
書 物 之 事 （矢 沢 三 男 家 文 書 1150）

〔祝 儀 献 立〕（部 分、
円 谷 善 人 家 文 書 596）



　

掲
載
史
料
は
秋
田
藩
佐
竹
家
家
臣
の
近

藤
良
之
進
が
作
成
し
た
先
触
の
写
し
で
、

白
川
郡
塙
村
（
現
塙
町
）
の
名
主
を
勤
め

た
秦

し
ん
の

家
に
残
る
。
佐
竹
壱
岐
守
家
家
臣
の

大
田
原
租
助
や
岡
野
鑑
蔵
を
始
め
と
す
る

計
五
十
五
名
が
六
月
に
江
戸
か
ら
秋
田
へ

向
か
う
た
め
、
確
実
に
通
行
さ
せ
て
ほ
し

い
と
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
登
場
す
る
佐
竹
壱
岐
守
家
（
秋

田
新
田
藩
／
岩
崎
藩
）
と
は
秋
田
藩
佐
竹

家
の
分
家
大
名
家
で
、
領
地
を
持
た
ず
江

戸
に
定
住
す
る
定

じ
ょ
う

府ふ

大
名
家
で
あ
っ
た
。

　

本
史
料
に
年
付
は
な
い
が
、
壱
岐
守
家

を
取
り
巻
く
状
況
や
史
料
文
言
を
鑑
み
る

に
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
と
比
定
で

き
る
。
慶
応
三
年
十
二
月
九
日
の
王
政
復

古
ク
ー
デ
タ
に
よ
り
幕
府
が
廃
止
さ
れ
た

こ
と
で
当
家
は
江
戸
定
住
の
必
要
が
な
く

な
り
、
翌
四
年
に
当
主
佐
竹
義よ

し
つ
ま諶

や
そ
の

家
族
、
家
臣
ら
は
江
戸
か
ら
本
家
領
地
の

秋
田
へ
移
住
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
か
か

る
動
向
の
中
で
大
田
原
ら
一
行
も
秋
田
へ

引
越
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
本
先
触
は

そ
の
際
に
作
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
な
お
、
江
戸
定
住
の
彼
ら
に
と
っ

て
秋
田
の
地
に
足
を
踏
み
入
れ
る
の
は
初

め
て
で
、
「
故
郷
を
出
て
他
の
土
地
へ
赴

く
」
と
の
意
味
を
有
す
る
用
語
「
出

し
ゅ
っ
き
ょ
う郷

」

が
こ
の
こ
と
を
如
実
に
表
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
一
行
が
塙
村
周
辺
を
通
行
予
定

と
し
て
い
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。
定
府

だ
っ
た
た
め
秋
田
へ
の
下
向
経
路
を
持
ち

え
な
い
壱
岐
守
家
は
、
本
来
な
ら
ば
本
家

の
秋
田
藩
佐
竹
家
に
倣
っ
た
道
順
（
江
戸

～
奥
州
街
道
～
羽
州
街
道
～
秋
田
）
を
採

る
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
場
合
、
こ
の
経

路
上
に
位
置
し
な
い
当
該
地
域
は
原
則
的

に
通
行
し
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
慶

応
四
年
閏
四
月
二
十
日
以
降
奥
州
街
道
の

宿
場
白
河
の
周
辺
で
戦
争
が
続
い
て
お

り
、
戦
火
を
避
け
る
目
的
で
塙
・
棚
倉
地

域
を
通
行
す
る
ル
ー
ト
を
採
用
し
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
江
戸
か
ら

水
戸
へ
北
上
し
た
後
に
棚
倉
街
道
を
利
用

す
る
と
い
う
道
筋
で
あ
る
。
棚
倉
街
道
は

中
畑
新
田
宿
（
現
矢
吹
町
）
で
奥
州
街
道

と
合
流
す
る
た
め
、
そ
れ
以
北
は
本
家
と

同
様
の
道
順
を
経
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

戊
辰
戦
争
時
に
人
々
が
福
島
県
域
を
通

行
す
る
際
、
戦
況
を
勘
案
し
臨
機
応
変
に

経
路
を
選
択
し
て
い
た
様
子
が
垣
間
見
え

る
一
例
で
あ
る
。 
（
片
村 

峰
雪
）

　

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
二
月
、
旧
中

村
藩
士
の
富
田
高
慶
ら
か
ら
福
島
県
に
対

し
て
、
「
興
復
社
設
立
願
書
」
が
提
出
さ

れ
た
。
富
田
が
二
宮
尊
徳
の
女
婿
で
あ
る

こ
と
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、
同
社
は
旧

中
村
藩
領
で
実
施
さ
れ
た
報
徳
仕
法
と
深

く
関
わ
る
団
体
で
あ
る
。

　

旧
中
村
藩
と
報
徳
仕
法
の
関
係
は
天
保

十
年
（
一
八
三
九
）
に
富
田
が
尊
徳
へ
入

門
し
た
頃
に
さ
か
の
ぼ
り
、
以
後
、
多
く

の
藩
士
が
尊
徳
に
学
ん
だ
。
同
十
四
年
に

は
、
中
村
藩
が
尊
徳
に
仕
法
を
依
頼
す
る

こ
と
が
幕
府
よ
り
許
可
さ
れ
、
藩
の
政
策

と
し
て
実
施
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
戊
辰
戦

争
に
よ
り
一
時
中
断
す
る
も
の
の
、
廃
藩

置
県
後
も
磐
前
県
の
事
業
と
し
て
引
き
継

が
れ
た
。

　

し
か
し
、
明
治
九
年
八
月
の
三
県
合
併

に
よ
り
新
た
に
福
島
県
が
誕
生
す
る
と
、

県
の
事
業
と
し
て
継
続
す
る
こ
と
は
認
め

ら
れ
ず
、
富
田
ら
は
民
間
の
立
場
で
報
徳

仕
法
の
継
承
を
試
み
る
。
そ
の
た
め
の
母

体
が
興
復
社
で
あ
っ
た
。

　

活
動
資
金
に
は
旧
中
村
藩
か
ら
旧
磐
前

県
へ
と
引
き
継
が
れ
た
報
徳
米
金
や
旧
藩

主
か
ら
の
献
金
な
ど
が
充
て
ら
れ
、
富
田

自
ら
が
社
長
を
、
尊
徳
の
孫
の
尊
親
が
副

社
長
に
就
任
し
た
。
「
衰
ヲ
挙
ケ
廃
ヲ
興

シ
、
貧
ヲ
富
ニ
復
シ
、
禍
ヲ
福
ニ
復
シ
、

危
キ
ヲ
安
キ
ニ
復
ス
ル
」
こ
と
か
ら
、「
興

復
社
」
と
命
名
し
た
と
い
う
（
「
興
復
社

規
則
」
）
。

　

活
動
の
中
心
は
旧
中
村
藩
時
代
か
ら
続

く
開
墾
と
資
金
の
貸
付
で
あ
る
が
、
大
き

く
異
な
る
の
は
対
象
範
囲
で
あ
る
。
「
目

今
着
手
ノ
郡
村
ハ
、
県
下
岩
代
国
安
積
・

信
夫
・
岩
瀬
及
ヒ
磐
城
国
白
川
・
田
村
・

石
川
・
菊
多
・
磐
前
・
磐
城
・
楢
葉
・
標
葉
・

行
方
・
宇
多
十
三
郡
」
と
旧
藩
領
内
に
留

ま
ら
ず
、
「
資
本
ノ
増
益
ニ
随
ヒ
、
漸
次

他
ノ
郡
邑
ヘ
推
及
ス
ヘ
シ
」
と
も
述
べ
ら

れ
て
い
る
（
同
前
）
。

　

さ
ら
に
明
治
三
十
年
に
は
、
北
海
道
へ

の
移
住
希
望
者
二
十
戸
を
募
集
す
る
な

ど
、
そ
の
射
程
は
県
域
す
ら
越
え
て
い

く
。
興
復
社
の
活
動
の
根
底
に
は
、
本
来

は
県
が
実
施
す
べ
き
事
業
を
自
分
た
ち
で

行
な
う
の
だ
、
と
い
う
高
い
志
と
強
い
使

命
感
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

明
治
時
代
に
福
島
県
で
行
な
わ
れ
た
開

拓
事
業
と
い
え
ば
、
国
や
県
の
主
導
で
進

め
ら
れ
た
安
積
開
拓
が
と
く
に
有
名
だ

が
、
民
間
の
立
場
で
公
益
の
実
現
に
取
り

組
ん
だ
興
復
社
の
存
在
に
も
注
目
を
し
た

い
。 

（
山
田 

英
明
）
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に
引
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が
れ
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報
徳
仕
法

塙
村
周
辺
を
通
行
す
る

　

佐
竹
壱い

き

の岐
守か

み

家
家
臣
た
ち

社 印 御 届 （明 治 ・ 大
正 期 の 福 島 県 庁 文 書

2707）

〔先 触〕（秋 田 江 出 郷 ニ 付 無 相 違 御
通 可 被 下）（秦 太 一 郎 家 文 書 576）
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明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
十
二
月

二
十
日
、
内
務
省
社
寺
局
が
担
当
し
、
内

務
大
臣
侯
爵
西
郷
従つ

ぐ
み
ち道

の
名
前
で
訓
令
第

一
一
〇
四
号
が
福
島
県
に
対
し
て
発
出
さ

れ
た
。
こ
の
訓
令
は
、
明
治
政
府
が
名
勝

旧
蹟
や
社
寺
堂
宇
の
建
築
物
に
関
す
る
調

査
報
告
を
各
府
県
へ
求
め
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
こ
れ
は
明
治
政
府
が
前
年
に

公
布
し
た
古
社
寺
保
存
法
と
密
接
に
関
連

し
て
い
る
。
建
築
物
の
調
査
対
象
と
調
査

内
容
は
、
概
ね
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

管
内
所
在
の
特
別
な
由
緒
あ
る
社
寺
堂

宇
の
建
築
物
で
、
三
百
年
以
上
前
に
建
造

さ
れ
た
と
認
定
で
き
る
物
を
選
び
、
別
記

様
式
（
普
通
名
称
、
所
在
地
名
、
創
立
沿

革
、
寸
尺
、
構
造
形
状
）
に
従
っ
て
調
査

し
、
平
面
図
を
添
え
て
、
明
治
三
十
二
年

五
月
三
十
一
日
ま
で
に
国
へ
報
告
す
る
こ

と
。
な
お
、
明
治
二
十
八
年
四
月
五
日
の

内
務
省
訓
令
第
三
号
に
基
づ
き
報
告
済
み

の
案
件
に
つ
い
て
は
、
省
略
で
き
る
。

　

こ
の
訓
令
を
受
け
て
、
福
島
県
で
は
明

治
三
十
二
年
の
『
古
社
寺
建
築
物
調
』
が

作
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
公
文
書
に

は
八
十
余
の
建
造
物
の
平
面
図
が
収
載
さ

れ
、
現
在
そ
の
多
く
が
国
や
福
島
県
等
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

国
宝
の
白
水
阿
弥
陀
堂
は
、
「
願
成
寺

境
外
佛
堂
」
と
立
項
さ
れ
、
普
通
名
称
を

白
水
阿
弥
陀
堂
、
所
在
地
名
は
福
島
縣
石

城
郡
内
郷
村
大
字
白
水
字
廣
畑
と
な
っ
て

い
る
。
創
立
沿
革
を
略
述
し
、
寸
尺
は
、

桁
行
三
間
／
三
十
一
尺
、
梁
間
三
間
／

三
十
一
尺
、
軒
高
十
五
尺
、
棟
高
三
十
六

尺
。
構
造
形
状
は
、
単
層
・
方ほ

う

形
ぎ
ょ
う
づ
く
り造

・
萱
葺
、

備
考
で
は
破
損
状
況
を
記
し
て
い
る
。

　

平
面
図
の
縮
尺
は
百
分
の
一
で
、
下
が

正
面
で
あ
る
。
黒
丸
は
柱
、
実
線
は
現
存

部
分
、
点
線
は
亡
失
の
た
め
推
測
部
分
を

表
し
て
い
る
。
内
陣
・
外げ

陣じ
ん

と
も
に
折お

り
あ
げ上

格ご
う

天て
ん

井
じ
ょ
う

と
床
拭
板
で
、
他
に
格
子
戸
、
扉
、

ハ
メ
板
、
各
法
量
の
記
載
が
あ
る
。

　

白
水
阿
弥
陀
堂
は
古
社
寺
保
存
法
に

よ
っ
て
明
治
三
十
五
年
七
月
三
十
一
日
に

特
別
保
護
建
造
物
に
指
定
さ
れ
た
が
、
翌

年
一
月
八
日
の
防
風
の
た
め
倒
潰
し
て
し

ま
っ
た
。
こ
の
平
面
図
は
、
大
規
模
な
修

復
・
復
元
工
事
が
施
さ
れ
る
前
の
白
水
阿

弥
陀
堂
を
正
確
に
記
録
し
た
も
の
で
あ

り
、
建
築
史
研
究
の
上
で
大
変
貴
重
な
史

料
と
言
え
る
の
で
あ
る
。 

（
渡
邉 

智
裕
）

一
、
展
示
公
開
（
収
蔵
資
料
展
）

一
、
展
示
公
開
（
収
蔵
資
料
展
）

水
郡
線
応
援
「
東
白
川
郡
の
古
文
書
―
塙

水
郡
線
応
援
「
東
白
川
郡
の
古
文
書
―
塙

町
常
豊
・
高
城
地
区
編
―
」

町
常
豊
・
高
城
地
区
編
―
」

　

水
郡
線
全
線
開
通
九
十
周
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
水
郡
線
活
性
化
を
応
援
す
る

た
め
、
水
郡
線
沿
線
地
域
（
東
白
川
郡
）

ゆ
か
り
の
古
文
書
を
取
り
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
多
賀
城
創
建
一
三
〇
〇
年
に
ち
な

み
、
古
文
書
な
ど
を
通
し
て
多
賀
城
の
歴

史
を
振
り
返
り
ま
す
。

【
会
期
】
開
催
中
～
七
月
十
五
日
（
月
・
祝
）

「
阿
武
隈
川
流
域
の
歴
史
と
文
化
」

「
阿
武
隈
川
流
域
の
歴
史
と
文
化
」

　

阿
武
隈
川
サ
ミ
ッ
ト
発
足
三
十
周
年
を

記
念
し
て
、
阿
武
隈
川
お
よ
び
そ
の
支
流

域
に
関
す
る
史
料
を
取
り
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
新
紙
幣
発
行
に
あ
わ
せ
、
新
一
万
円

札
に
描
か
れ
た
渋
沢
栄
一
と
福
島
の
関
り

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

【
会
期
】
八
月
三
日
（
土
）
～
十
一
月

二
十
四
日
（
日
）

二
、
地
域
史
研
究
講
習
会

二
、
地
域
史
研
究
講
習
会

　

地
域
の
歴
史
資
料
の
保
存
と
活
用
に
つ

い
て
関
心
を
高
め
る
機
会
と
し
て
、
湯
浅

治
久
専
修
大
学
文
学
部
教
授
に
よ
る
「
寄

進
と
売
買
か
ら
み
た
中
世
の
社
会
」
と
題

し
た
ご
講
演
の
ほ
か
、
当
館
学
芸
員
二
名

に
よ
り
東
白
川
郡
南
郷
地
域
の
歴
史
に
関

す
る
報
告
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】
七
月
十
四
日
（
日
）
午
前
十
時

三
十
分
～
午
後
三
時
四
十
五
分
ま
で
。

【
会
場
】
と
う
ほ
う
・
み
ん
な
の
文
化
セ

ン
タ
ー
（
福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー
）
二
階

会
議
室

【
定
員
】
百
名
（
要
事
前
申
込
）
。

三
、
古
文
書
講
座

三
、
古
文
書
講
座

　

初
級
者
を
対
象
に
、
当
館
が
収
蔵
す
る

江
戸
時
代
の
村
の
暮
ら
し
に
関
す
る
古
文

書
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
古
文
書
の
勉
強

法
や
解
読
に
役
立
つ
基
礎
的
知
識
、
コ
ツ

な
ど
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

【
日
時
】
八
月
二
十
日
（
火
）
、
八
月

二
十
七
日
（
火
）
、
九
月
三
日
（
火
）
、
九

月
十
七
日
（
火
）
、
各
回
と
も
午
前
十
時

～
十
二
時
ま
で
。

【
会
場
】
福
島
市
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
セ

ン
タ
ー
・
ア
オ
ウ
ゼ
大
活
動
室

【
定
員
】
百
名
（
要
事
前
申
込
）
。

四
、
資
料
閲
覧
に
つ
い
て

四
、
資
料
閲
覧
に
つ
い
て

　

電
話
で
予
約
さ
れ
た
方
の
資
料
閲
覧
を

最
優
先
と
し
ま
す
。
詳
細
や
最
新
の
情
報

は
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
願
い
ま
す
。
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『
古
社
寺
建
築
物
調
』

　

に
見
え
る
白
水
阿
弥
陀
堂

令
和
六
年
度
行
事
予
定

　
　

（
令
和
六
年
四
月
～
令
和
六
年
九
月
）

明 治 32 年 の 白 水 阿 弥 陀 堂 平 面 図
（『 古 社 寺 建 築 物 調 其 他 』、 福 島 県 神

社 庁 文 書 145）


